
 

関 議 第 3 6 1 号 

平成 30 年 11 月 28 日 

 

関川村長  加 藤  弘 様 

 

関川村議会議長 近  良 平 

 

 

平成 30 年関川村議会 12 月(第 7 回)定例会議一般質問について 

 

来る 12 月 6 日招集予定の本村定例村議会において、別紙のとおり質問される予定

ですのであらかじめ通知します。 

 

記 

 

別紙のとおり 
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順    次 1 質 問 者  小澤  仁 答弁を 

求める者 質 問 事 項 及 び 質 問 の 要 旨 

○加藤村長が就任されて、一年が経とうとしています。色々な課題に精力

的にとりくまれている所ですが、４分の 1 を過ぎた途中の確認をさせて下

さい。 

 

1、就任前に考えていた事とくらべて、大きく違っていた事はあるか。 

 

2、村長選挙のマニフェストに「村、職員にやる気を起させる施策」と「高

齢者がくらしやすい村づくり施策」があったが、2 つの取り組みについて

伺いたい。 
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順    次 2 質 問 者  平田  広 答弁を 

求める者 質 問 事 項 及 び 質 問 の 要 旨 

○道の駅関川の更なる活性化を 

 村の観光地は数か所に点在しているが、道の駅関川周辺には渡辺邸や東

桂苑、歴史館などの観光施設も隣接しており、道の駅周辺一帯は村の観光

の中心で関川村の顔であると私は認識している。 

 しかしながら、道の駅関川の作りは施設や規模、トイレなどを見ても他

の道の駅と比べて少し見劣りする。普通、道の駅には 24 時間使用できるト

イレが常備されているが関川村は 3 箇所に分散しており、観光バス客にと

っては分散しなければならず、使い勝手が悪そうである。 

 12～13 年前に再整備はされたが、直売所『あいさい市』やトイレ、芝生

公園などを再々整備する必要があるのではないかと思う。 

そこで次のことについて村長に伺う。 

 ①レストラン『アチェーロ』の営業状況について 

 ②７年位前に購入したゆ～むと歴史館の間の土地の活用について 

 ③直売所『あいさい市』やトイレ、芝生公園の再々整備について 

 

○人口減少や少子化対策について 

 人口減少は村の大きな課題であるが、少子化対策の取り組みで若い人が

安心して産み育てることが出来る村づくりが必要と思う。 

村の取り組み状況について村長に伺う。 

 ①平成３０年度に産まれたか、産まれる予定の出生数 

 ②少子化対策への取り組み 

 ③子育て支援への取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

村 長 
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順    次 3 質 問 者  伊藤 敏哉 答弁を 

求める者 質 問 事 項 及 び 質 問 の 要 旨 

〇村民あて公文書の管理について 

〇村の基礎的自治組織である「集落」の支援施策について 

 

 役場においては、日々多くの文書が収受、発送され、それらの文書は関

川村文書取扱規程（以下、「規程」という。）に基づき取扱いされている。 

今回質問するのは、村民や村内の組織・団体宛に発出される文書の管理

について伺うものである。 

 この質問をする理由について申し述べる。 

 私の家族宛に届いた文書で内容が把握しづらいものがあったことと、地

域の村民の方から、村から届いた文書の内容について相談を受けたことが

数回あった経緯があり、今回質問するものである。個別の文書の内容につ

いての説明は差し控える。 

 規程の第３条第２項に「文書は、やさしく、わかりやすいようにするこ

とを基本方針として作成しなければならない。」とある。文書取扱の原則と

して、とてもわかりやすい表現で規定されている。先に述べた村発出の文

書のいずれも、複数の職員の目で確認すれば、もう少しわかりやすく、誤

解のない表現で文書が作成されたのではないかと思われた。 

 起案、発出される文書内容のチェック体制について、その現状を伺う。 

 

 加藤村長は施政方針説明の集落・コミュニティに関する部分で次のよう

に述べている。「54 集落がそれぞれ集落内での協力、あるいは集落の垣根

を越えた９つのコミュニティでの連携、これらは一層大切となってくると

考えております。村との協働にも期待する面が大きくなってきますので、

集落、コミュニティ、あるいは諸団体が円滑な運営ができますよう、村と

しましても多面的に支援して参ります。とくに、買物対策、通院等の地域

交通対策、嫁婿対策など喫緊の課題や、交流、定住につながる先導的な取

組みなどに対して、助成制度を設けるなど支援をして参りたいと考えてお

ります。」 

 コミュニティ組織につきましては、歴代村長が他の市町村に先駆けて設

立、育成に鋭意取り組まれ、村内全域に９つのコミュニティが組織され地

域活動の運営に主体となって取り組んでいる。加藤村長も引き続き支援の

意思を表明されていることに深く敬意を表するところである。 

 コミュニティ組織の役割と重要性は、今後とも今まで以上に村と地域の

協働に大きな役割を果たすことが期待されるところであるが、今回はコミ

ュニティの構成組織であり、村の基礎的自治組織である「集落」の支援施

策について伺う。 

 加藤村長が施政方針で取り上げている村の喫緊の課題である「買物対策」

村長 
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「通院等の地域交通対策」「嫁婿対策」をはじめ「交流、定住対策」は基礎

的な自治組織である村内 54 集落のそれぞれの実情と課題を理解したうえ

で、はじめてその「集落」とそれを包含する「コミュニティ組織」に対す

る有効な支援につなげることができるのではないか。コミュニティ組織が

それぞれ立地や規模、抱えている課題が異なっているように、個々の「集

落」は更に違った事情と課題を抱えている。 

 ここで提案するのは、村と村内全 54 集落と個別の懇談会の開催を検討し

ていただくことである。集落側からは、区長をはじめ、子育て世代の代表、

家族の介護をしている人、集落の女性組織の代表、高齢者の代表、中学生

や高校生、青年会の代表など、その集落の人口規模、年代構成に応じて集

落側から出席者を選考してもらい、集落センター等で車座で行う。それぞ

れの集落で、それぞれの立場の人からいろいろな考えや意見要望を聴くこ

とで集落、コミュニティの実情をより深く理解することにつながり、必ず

や有効な集落、コミュニティの支援策につながるものと考えられ、村政運

営の各部門にも反映できる貴重な機会になると思う。 

 去る 10 月 23 日に議会活性化対策調査特別委員会の視察研修で訪れた長

野県飯綱町では「地域振興係」という部署に 10 名の職員が配置され、分担

して集落の総会等へ出席し要望を聴いたり、小規模集落の事務を支援した

り、様々な形で集落支援に職員があたっているとの説明に、参考にすべき

事例ではないかと感じた。 

 本村には 54 の集落があり、個別に実情を把握する機会を設けることは容

易ではないと思うが、この提案に対する村長の見解を伺う。 
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順    次 4 質 問 者  加藤 和泰 答弁を 

求める者 質 問 事 項 及 び 質 問 の 要 旨 

○道の駅の将来構想について 

 加藤村長の施政方針の中で、「道の駅全体のレイアウトを含めた再整備の

検討が必要」との事であったがその後の経過は。 

 また、前執行部は、将来的に道の駅に産業会館（仮称）を建設しそこに

商工会・管理公社・観光協会・温泉旅館組合など、いわゆる観光に携わる

団体の事務所を集約し、より団体間の連携図り観光振興につなげたいとの

意向であったが、加藤村長の考えは。 

 

○ＪＲ東日本デスィネーションキャンペーン（ＤＣ）の取組みについて 

 2019 年 10 月～12 月にＪＲ東日本では新潟・庄内エリアのＤＣを開催す

る。 

 来年はより多くの観光客が新潟県を訪れる事が期待されるが、どのよう

な取組みを検討しているか。 

 また、ＤＣが終わり関川村を訪れた観光客が、また関川村に来てみたい

と思えるようなＤＣ後の展開についてもどのような考えがあるか伺う。 

 

○総合型地域スポーツクラブの取組みについて 

 スポーツ庁のホームページによると、総合型地域スポーツクラブは平成

７年度から育成が開始され、平成 29 年７月には約 3,580 のクラブが組織さ

れたとある。 

 スポーツ振興やスポーツを通じた地域づくり、また地域スポーツの担い

手の確保などの観点から関川村に総合型地域スポーツクラブを設立する考

えはあるか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

村長 
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順    次 5 質 問 者  髙橋 正之 答弁を 

求める者 質 問 事 項 及 び 質 問 の 要 旨 

○この度行われた行政懇談会において、道の駅周辺の整備について、たく

さんの質問が出され、返答もされたが、実際に取り組む姿勢と計画（案）

などあれば伺いたい。 

 

2 点目、今年は全国的に、自然災害の多い年であった。幸いにも村におい

ては、無災害ではあったが、いつ何時災害に見舞われるかわからない。危

険地域・危険個所など詳しい情報を伺いたい。 
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